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良
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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

」
二
条
大
路
南
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
四
人
十

一
三
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）

一
〇

月

・
一
一
月
、　
一
九
九
五
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
圭早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
東
院
の
復
原
整
備
に
伴
う
水
路
改
修
の
た
め
の
事
前
調
査
で
あ
る
。

調
査
は
、
①
小
子
門
付
近
、
②
小
子
門
か
ら
近
鉄
線
に
至
る
間
の
東

一
坊
大
路

の
東
西
両
側
溝
、
③
近
鉄
線
南
側
の
二
条
大
路
南
側
溝
の
三
地
域
で
行
な
っ
た
。

①
で
は
、
小
子
門
西
側
、
及
び
門
の
南
西
の
ニ
カ
所
で
柱
根
を
検
出
し
た
。

西
側
の
柱
根
は
、
平
城
宮
南
東
入
隅
部
分
の
南
面
大
垣
下
層
の
掘
立
柱
塀
の
も

の
で
、
そ
の
最
西
端
に
あ
た
る
が
、
大
垣
屈
曲
部
の
東
面
大
垣
の
心
か
ら
は
わ

ず
か
に
東
に
よ
っ
た
位
置
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
も
南
東
入
隅
部
分
の
南
面
大

垣
の
下
層
に
は
、
大
垣
築
造
以
前
に
掘
立
柱
塀
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
が
、
今
回
は
そ
れ
と
、
屈
曲
部
で
の
東
面
大
垣
と
の
接
点
を
確
認
し
た
こ
と

に
な
る
。　
一
方
、
小
子
門
南
西
の
柱
根
は
、
宮
内
か
ら
小
子
門
西
側
を
迂
回
し

て
東

一
坊
大
路
西
側
溝
に
続
く
、
南
北
溝
の
西
肩
の
位
置
に
あ
た
る
が
、
そ
の

性
格
は
不
明
で
あ
る
。

②
で
は
、
東

一
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇
三
〇
の
西
肩
を
、
近
鉄
線
の
際
か

ら
北
へ
第
ニ
ト
レ
ン
チ
に
至
る
三
九
ｍ
分
検
出
し
た
。
堆
積
土
と
し
て
残
っ
て

い
る
の
は
西
肩
か
ら
数
十
伽
、
深
さ
も
二
〇
―
三
〇
伽
程
度
で
あ
り
、
大
半
は

現
水
路
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
北
で
は
、
現
水
路
は
や
や
西
に

振
れ
、
東

一
坊
大
路
路
面
上
に
あ
た
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
東

一
坊
大

路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
を
、
近
鉄
線
北
側
の
第
六
ト
レ
ン
チ
で
約

一
。
四
ｍ

分
検
出
し
た
。
溝
幅
五

。
三
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
人
○
釦
で
あ
る
。

③
で
は
、
第
三
二
次
調
査
で
検
出
し
た
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
の

一
部
を
再
確
認
し
た
。

木
簡
は
、
②
の
東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
二

一
か
ら

一
七
点

命
つ
ち
削

暦
一
四
点
）、
③
の
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
九
〇
五
の
東

一
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ

Ｄ
五
〇
三
〇
と
の
合
流
点
付
近
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一

①

　

「玉
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
じ
溢

ｏ館

二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五

②
　
「＜
隠
伎
国
周
吉
郡
赫潤瑚漸膠
理駅瑯剤佃
＜
」釦契
∞又
ヽ
霞
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ω
は
、
出
土
遺
構
と
位
置
か
ら
み
て
、
宮
内
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
流
れ
て

き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
玉
所
は
平
城
宮
内
の
い
ず
れ
か
の
官
司
の
下
部
機

構
と
思
わ
れ
る
。

②
は
、
南
東
側
の
左
京
三
条
二
坊

一
坪
に
関
わ
る
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
条
二
坊
人
坪
北
側
の
二
条
大
路
上
か
ら
出
土

し
た
二
条
大
路
木
簡
に
含
ま
れ
る
隠
岐
国
の
荷
札
と
の
共
通
性
で
あ
る
。
二
条

大
路
木
簡
に
は
、
隠
岐
国
の
種
々
の
海
産
物
の
調
の
荷
札
が
四
七
点
あ
り
、
②

と
同
じ
周
吉
郡
の
荷
札
は
、
二
条
大
路
北
側
の
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
か
ら

三
点
、
南
側
の
濠
状
遺
構
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
か
ら
人
点
の
、
計

一
一
点
が
出
上
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
年
紀
の
あ
る
人
点
は
全
て
天
平
七
年
の
も
の
で
あ
る
が
、

他
郡
に
は
今
回
と
同
じ
天
平
六
年
の
も
の
計
六
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
旧
長
屋

王
邸
北
側
の
二
条
大
路
上
に
は
、　
一
坪
の
北
側

（第
三
二
次
調
査
）
で
も
、
ま

た
人
坪
の
北
側

（第
一
一〇
〇
次
調
査
）
で
も
天
平
初
期
に
あ
た
る
時
期
の
建
物
が

検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
長
屋
王
邸
跡
地
に
設
け
ら
れ
た
施
設
を
警
備
す

る
衛
府
に
関
わ
る
建
物
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
②
が
二
条
大
路
木
簡

と
同

一
の
衛
府
関
連
機
構
か
ら
廃
葉
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三

一
（
一

九
九
五
年
）

同

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』
盆

九
九
五
年
）

（渡
辺
晃
宏
）
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